
第２章 世界の地域  （２）世界の諸地域  アジア州 

４ 東南アジア 

〇東南アジアの地域の特徴 

東南アジア：インドシナ半島やマレー半島、スマトラ島などの島々からなる 

気候：熱帯が中心で、季節風の影響を受けて降水量が多い 

 

民族：古くから暮らす民族や、中国・インドから移り住む人々など 

→（ 華人 ）とよばれる中国系の人々がさまざまな分野で活躍する 

 

宗教：イスラム教や仏教、キリスト教、ヒンドゥー教などを信仰 

 

（ 東南アジア諸国連合（ＡＳＥＡＮ） ）：東南アジアの国々が加盟 

→域外の日本や中国、オーストラリアなどとの協力を進める 

※（ 東南アジア諸国連合（ＡＳＥＡＮ） ）とは、地域の経済成長や政治の安定を目指し、1967年に 

結成された組織のこと 

 

〇東南アジアの農業 

東南アジアの農業 

古くから稲作が盛んで、（ 二期作 ）が行われている地域もある 

※（ 二期作 ）とは、同じ土地で年に 2回、同じ作物を栽培すること 

 

（ プランテーション ）とよばれる大農園で輸出用の作物を栽培 

例） 油やし（マレーシアやインドネシア）、コーヒー（ベトナム）、バナナ（フィリピン）など 

 

〇東南アジアの工業 

東南アジアの工業：製品の輸出を目的に、（ 工業団地 ）を形成 

→日本などの外国企業を招き、工業化を進める 

例） 自動車産業（タイ）、電気機械工業（マレーシア）など 

 

〇東南アジアの課題 

東南アジアの課題：都市化により、農村から都市へ人々が移住 

→安定した仕事に就けず、（ スラム ）で生活する人々もいる 

※（ スラム ）とは、所得の低い人々によって形成された、住環境の悪い住宅街のこと 

 

 

 


